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ニューカレドニア
 

＜2006 年の注目すべきポイント＞ 

・ニッケル鉱業が主要産業であるが、2006 年のニッケル鉱石生産は、対前年比 8.2%減の 102.7 千 t

となった。*1 

・9 月に発生したゼネスト(労働争議)により、Doniambo フェロニッケル製錬所は大きな影響をこうむ

った。ゼネストは 10 月中旬に終結。 

・CVRD(リオドセ、ブラジル資本)が、2006 年、Inco 社(カナダ資本)の買収に伴って Goro プロジェク

トの権益を取得、開発コスト 32 億 US$の同プロジェクト開発の最終承認を行った。 

・Xstrata 社(スイス資本)が、2006 年、Falconbridge 社(カナダ資本)の買収に伴って Koniambo プロ

ジェクトの権益を取得、開発コスト・スケジュール・調達等の最適化のための計画見直しが行われ

ている。 

*1 World Metal Statistics Yearbook 2007, Nickel 

 

1.非鉄金属一般概況 

(1) 一般概況 

 ニューカレドニアは、南太平洋に位置する島

嶼国で、面積 18,575km2 *1、南太平洋島嶼国(ミ

クロネシア、メラネシア、ポリネシア)のなかで

もパプアニューギニア、ソロモン諸島に次ぐ広

さを有している。3 つの行政区画、Southern 

Province(本島南部)、Northern Province(本島

北部)、Loyalty Island Province(本島北側の

島々)からなる。 

 人口は 22.2 万人(2007 年推定値)*1、その構成

はメラネシア系カナック人(Kanaks)42.5%、ヨー

ロッパ系 37.1%、Wallisian 系 8.4%、ポリネシ

ア系 3.8%、インドネシア系 3.6%、ベトナム系

1.6%等*1となっている。 

 公用語はフランス語で、その他に各種メラネ

シア系の言語が話されている。 

 
①政治 

 ニューカレドニアは、18世紀中頃にフランス

植民地となり、1946年にはフランスの海外領土

となったが、1981年のミッテラン政権誕生以降、

メラネシア系住民(カナック)とフランス系住民

が対立し、メラネシア系住民の独立の気運が高

まった。1998年4月、フランス本国とヌーメア協

定(Noumea Accord)が締結され、以来ニューカレ

ドニアは自治国としての一歩を踏み出すことと

なった。同協定によると今後20年間はフランス

に属するが、2000年1月にフランス政府が有して

いた権限の一部をニューカレドニア政府に移行

し、その後は2005年、2010年と段階的に権限移

行、最終的にフランス政府に残される権限は司

法、通貨、防衛、外交だけとなる。これらの権

限も2003年以降、領土議会の5分の3以上の多数

で可決した場合には住民投票にて獲得の意思を

問うことが可能となっている。さらに2013年か

ら2018年の間に独立するかどうかの住民投票を

行い、残された権限を移行することとされてい

る。 

 

②経済 

 18世紀後半にニッケル鉱が発見され鉱山が開

発されて以降、ニッケル鉱業がニューカレドニ

アの主要産業となっている。国内総生産(GDP)

は、4,690百万€(2004年推定)、ニッケル産業の

GDPに占める割合は7.9%(2003年)*2である。イン

フレ率は1.4%(2006年推定)、貿易では、輸出額

が999百万€(2005年 845百万€)、輸入額が1,683

百万€(同1,430百万€)。 

 主要輸出品目は、ニッケル鉱石・ニッケルマ

ット・フェロニッケル、これらで全輸出額(2006

年)の90%以上*2を占めている。主要輸出相手国

(2005年)は、日本(21.1%)、フランス(17.2%)、

台湾(11.3%)、韓国(10.0%)、中国(7.2%)*1などと

なっている。 

 主要輸入品目は、工業製品、食品、化学製品

など、主要輸入相手国(2005年)はフランス

(39.3%)シンガポール(17.5%)、オーストラリア

(13.1%)、ニュージーランド(5.3%)*1などとなっ

ている。 

 また、経済全体におけるフランス本国からの

投資・援助の占める割合も小さくなく、フラン
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8.その他トピックス 

 2006年 9月 25日に発生したゼネスト(労働争

議)は、10月18日まで続いた。操業中のDoniambo

フェロニッケル製錬所などのニッケル生産・輸

出関連施設は大幅な影響を受けた。 

 また、開発中の Goro ニッケル・プロジェクト

では、労働ストライキや破壊活動が頻発してプ

ロジェクト進捗への影響が懸念されている。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニューカレドニア主要鉱山・精錬所位置図 

 

（2007.6.20/シドニー事務所 久保田 博志） 
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